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～地域で福祉の学びを！～



プログラム

■ 「地域で福祉の学び」を進める

◇ 理 論 ： 基本理念×取組み

「教育」・「福祉」・「地域」再定義

■ 実践事例から学ぶ

□ グループワーク

これから何をどのように取組むか

★ 研修のふりかえり・まとめ



第1章 福祉教育の

◇５W２Hで福祉教育の取り組みを考える

い つ … 時期

どこで … 場所

だれが … 人

なにを … どんなこと

な ぜ … 何のために … 目的

どのように … 方法

どのくらい … 期間・回数



福祉教育 ＝ 何のために？

人権＝「人が誰でも生まれながらに持っている」

⇒この表現は〔 〕ではない！…大前提

人権はあるものでない：自由や平等などの実現を

主張・要求することで実現をめざす考え方。

生活・福祉課題、教育問題などの解決

憲法や国際法が人権保障を規定している

⇒ 人権はめざすものとして示している

★「人権は憲法が保障する権利」は 不正確＆不十分！



第２章 教 育

１ 教育に「できること」「できないこと」がある

手段としての学び ⇔ 目的としての学び

２ 教育の目的 （教育基本法 第1条）

〔 〕（人間性の開発）をめざす

３ 人間性の開発のために

学校教育

生涯学習 ⇒育ち学び 労働の還流

社会教育

４ 一人ひとりの学び支援 ＝ 教育の自由化



第３章 福 祉 Welfare 

１ 福 祉 広義の意味の 「幸せ」

人類の福祉

２ 社会福祉 （Social-Welfare）

みんなの幸せ

３ 福祉の実現

辛い思い、生活困窮などの改善・解決へ

★人と人の 〔 〕 と 〔 〕 を

拡充する ⇒ 人権の実現



第４章 地 域 Community

◎「地域が大切」の本当の意味は？

＜地域の3要素の有無＞

１ 共通の生活圏の意識 → 有・無

２ 共通の絆の意識 → 有・無

３ お互いさまの関係 → 有・無

＊地域の3要素は〔 〕という現実

⇒ 新たな生活圏・様々なコミュニティを創る

∴まちづくり、地域福祉、地域創生 など



第５章 未来へ ３つの創造

１ 福祉をつくる ： みんなの幸せ ～

２ 地域をつくる ： つながりづくり ～

３ 教育をつくる ： 学びの自由化 ～

＜３つの創造の意義＞

→ 孤立を防ぐ、差別・偏見を減らす

社会改革⇒包摂（インクルーシブ）社会へ

ノーマライゼーション、多文化共生、UD…

→ 一人ひとりを互いに尊重する社会へ



まとめ

１ 地域福祉推進の原点を踏まえた５W2H

２ 創る「教育」・「福祉」・「地域」

３ 未来の開発 社会課題の改善

★福祉教育：「思いやりの心を育む」で終わらない

多様なコミュニティづくりのメンバーを育む！

◎ 学び × 互助 × 社会的絆 ＝ 創造 ◎

◎人権の理解と実現をめざす◎

◎ すべての人が互いに尊重される社会 ◎



「教育」・「福祉」・「地域」を創る
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～地域で福祉の学びを拡げるために～

このあと事例から学びます



■ 実践事例から学ぶ

１ 「コミュニティスクールと地域学校協働活動の

一体的推進」 水戸市教育委員会生涯学習課

社会教育主事 石井 浩司 氏

２ 「高校生主体の地域福祉 －高校生が運営する

こども食堂を中心に－」

土浦わかもののまちプロジェト

代表 酒井慶太 氏

３ 「福祉の種まきと芽吹き」

龍ケ崎市社会福祉協議会福祉総務課

主幹 石塚 恭子 氏

子育てカフェほっぺ 吉澤 美緒 氏



休 憩



□ グループワーク ９０ｍ

◇グループワーク＜１＞

１ 自己紹介

２ 講話・事例発表からキャッチ

■ 全体セッション 意見交換・質疑

◇グループワーク＜２＞

１ 私が取り組みたいこと 5W2H

２ グループ討議

■ 全体セッション 意見交換・質疑



★SDGs（持続可能な開発目標）は … 2030年



「教育」・「福祉」・「地域」を創る
～地域で福祉の学びを拡げるために～

研修でのさまざまなキャッチを生
かして福祉教育の創造を！
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